


富山県こどもみらい館

驚きと感動に満ちた遊び空間

レポーター:十二町友美さん(県立保育専門掌院)
(表紙の人)

企 どとまで続いているのかなつ(プレイトンネル)
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は
、
子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
。
今
回
私
が
訪
れ
た
富
山
県
こ
ど
も
み
ら

い
館
は
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
を
通
じ
て
感
性
を
磨
き
創

造
力
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
空
間
で
す
。
さ
っ
そ
く
同
館

の
平
野
さ
ん
に
館
内
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
ど
も
み
ら
い
館
は
建
物
自
体
が
巨
大
な
遊
具
。
変
化

に
富
ん
だ
つ
く
り
の
館
内
に
は
様
々
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

ま
す
。
い
ろ
ん
な
素
材
と
道
具
を
使
っ
て
工
作
を
体
験
で

き
る
の
が
「
工
房
」
。
自
分
の
思
い
描
く
も
の
を
形
に
し
よ

う
と
、
夢
中
で
木
工
作
に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
の
い
き

い
き
と
し
た
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
ぬ
い
ぐ
る
み

や
滑
り
台
な
ど
を
備
え
た
「
幼
児
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
小

さ
芯
お
子
さ
ん
を
安
心
し
て
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
パ
ソ
コ
ン
芯
ど
に
親
し
め
る
「
A
V
コ
ー

ナ
ー
」
や
世
界
の
絵
本
が
楽
し
め
る
「
図
書
コ
ー
ナ
ー
」
、

い
ろ
ん
芯
お
も
ち
ゃ
や
人
形
に
出
会
え
る
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も
特
に
人
気
の
高
い
の
が

「
プ
レ
イ
ト
ン
ネ
ル
」
。
と
の
日
も
、
天
井
か
ら
つ
り
下
げ

ら
れ
た
ト
ン
ネ
ル
内
を
動
き
回
る
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

声
、
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。
秘
密
の
抜
け
道
や
隠
れ
家

は
、
い
つ
の
時
代
で
も
子
ど
も
た
ち
の
冒
険
心
を
く
す
ぐ

る
も
の
な
ん
で
す
ね
。

「
こ
こ
は
冬
場
も
暖
か
く
、
安
心
し
て
遊
べ
ま
す
。
ま

た
、
三
月
ま
で
は
駐
車
場
も
無
料
な
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
舘

く
だ
さ
い
」
と
平
野
さ
ん
。
私
も
、
希
望
ど
お
り
保
母
さ

ん
に
な
る
こ
と
が

で
き
た
ら
、
と
こ

で
園
児
た
ち
を
思

い
つ
き
り
遊
ば
せ

た
い
と
思
い
ま
し

た。

こ
ど
も
み
ら
い
館

所
在
地
射
水
郡
小
杉
町
黒
河

(
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
内
)

開
館
時
間
午
前
9
時
初
分
j
午
後
5
時

休

館

日

火

曜

日

・

第

4
水
曜
日

(
休
日
の
場
合
そ
の
翌
日
)

年
末
年
始

入

場

料

無

料

※

3
月
日
日
ま
で
、
日
曜
・
祝
日
、
第
2
・
第
4

土
曜
は
、
ラ
ン
ド
内
を
無
料
パ
ス
が
運
行
φ
。
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企ほう、上までのぼれるよ。
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つ
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よ
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エンぃン一
-
ア
の
mwた
多
の
晶
剣
山
い
戦
い

「強
豪
ぞ
ろ
い
の
な
か
で
こ
ん
な
好
成
績
を
残
せ

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
」
と
戸
を
そ
ろ
え
る

の
は
、
十

一
月
に
群
馬
県
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
高

校
生
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
全
国
大
会
の
自
立
型
部
門
で
、

第
三
位
に
輝
い
た
大
沢
野
工
業
高
校
電
子
機
械
科
二

年
の
森
野
祥
司
君
と
田
畑
良
太
君
。
こ
の
大
会
は
、

平
成
五
年
に
富
山
市
で
聞
か
れ
た
全
国
産
業
教
育
フ

ェ
ア
を
機
に
始
ま
っ
て
以
来
、
高
校
生
に
よ
る
最
大

規
模
の
ロ
ボ

ッ
ト
競
技
大
会
と
し
て
定
着
し
、
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
僕
た
ち
の
高
校
は
、
ラ
ジ
コ
ン
(
無
線
操
縦
)
型

部
門
で
の
実
績
は
あ
り
ま
す
が
、

自
立
型
部
門
で
は
な
か
な
か
勝
て

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
は
一
回
戦

突
破
が
目
標
だ
っ
た
ん
で
す
」
と

森
野
君
。
自
立
型
と
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
内
蔵
す
る
ハ
イ
テ
ク
ロ

ボ
ッ
ト
。
相
手
を
セ
ン
サ
ー
で
感

知
し
、
本
体
に
組
み
込
ま
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
戦
い
ま
す
。
二
人
の

自
信
作
「
イ
プ
シ
ロ
ン
」
は
、
素

早
い
動
き
は
も
ち
ろ
ん
四
つ
の
立

会
い
ボ
タ
ン
を
持
ち
、
相
手
に
応

じ
て
立
会
い

の
パ
タ
ー
ン
が
変
え

ら
れ
る
ほ
か
、
掃
除
機
の
よ
う
に

土
俵
に
吸
い
っ
き

N

重
い
腰
ρ

を

企ロポット「イブシロンjを持つ森野君(右)と田畑君

実
現
さ
せ
た
優
れ
・
も
の

で
す
。

大
会
初
戦
に
臨
ん
だ
二

人
は
大
激
戦
の
す
え
相

模
台
工
高
(
神
奈
川
)

に
薄
氷
の
勝
利
。
「
そ
の

と
き
は
、
最
初
の
目
標

が
達
成
で
き
た
の
で
も

う
満
足
と
い

っ
た
感
じ

で
し
た
」
と
振
り
返
る

森
野
君
。
そ
ん
な
森
野

君
を
見
た
田
畑
君
は
、
「
『
せ
っ
か
く
だ
か
ら
も
っ
と

上
を
め
ざ
そ
う
』
と
気
合
を
入
れ
直
し
た
ん
で
す
よ
」

と
笑
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
は
、

二
人
で
次
の
対
戦
相

手
の
試
合
を
観
戦
し
、
弱
点
の
発
見
に
余
念
が
な
か

っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
が
功
を
奏
し
、
準
決
勝
ま

で
は
す
べ
て
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
。
準
決
勝
で
は
優
勝

し
た
豊
川
工
高
(
愛
知
)
に
惜
し
く
も
破
れ
た
も
の

の、

三
位
決
定
戦
で
圧
勝
し
、
同
校
の
実
力
を
全
国

に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
大
会
に
先
立
っ
て
十
月
に
開
催

さ
れ
た
「
幻
朝
日
ソ
ー
ラ
ー
カ

l
ラ
リ
!
」
に
お
い

て
も
大
沢
野
工
業
高
校
電
気
科
チ
l
ム
が
ク
ラ
ス
優

勝
を
成
し
遂
げ
る
な
ど
、
最
近
の
同
校
の
躍
進
に
は

目
を
見
張
る
ば
か
り
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
卵
た
ち
が
今

後
ど
ん
な
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
楽
し
み
で
す
。
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「ーーーーーーーーーーー-，

今年は、現在の地方自治制度が発足して50周年にあたります。地方

団体においては、自主性や自立性を高め、個性豊かで活力に満ちた地

域社会づくりを進めていくととが求め5れていますが、その一方で、

厳しい財政環境のなかで行政改革と財政の健全化を推進することが大

きな課題となっています。

とのため県では、「人材立県J、「生活立県j、「国際立県Jの三つの立

県構想、を掲げ、「住みよい県Jかう「住みたい県Jをめざして施策を着

実に推進するとともに、行政改革と財政の健全化に積極的に取り組み、

地方集権の時代にふさわしい行政システムの確立に努めています。

設
の
整
備
に
着
手
し
ま
し
た
。

-
生
涯
学
習
の
雄
進

生
涯
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
「
と
や
ま
学
遊
ネ

ッ
ト
」
の
二

十
四
時
間
運
用
を
開
始
し
た
ほ
か
、
県
立
図
書
館
の
増
改
築
や
資
料
セ

ン
タ
ー
の
整
備
に
着
手
し
ま
し
た
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
上
市
高
校
に
総
合
学
科
を
開
設
し

た
ほ
か
、
特
別
コ

l
ス
の
設
置
校
を
増
や
す
な
ど
、
特
色
あ
る
学
校
教

育
を
進
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
に
い
か
わ
養
護
学
校
に
高
等
部
を
新
設

す
る
な
ど
、
障
害
児
教
育
を
充
実
し
ま
し
た
。

-
科
学
・
文
化
の
振
興

昨
年
の
国
民
文
化
祭
の
成
果
を
生
か
し
、
新
た
に
富
山
県
民
芸
術
文

化
祭
を
開
催
し
た
ほ
か
、

水
墨
画
を
中
心
と
す
る
新
美
術
館
の
建
設
に

着
手
し
ま
し
た
。

大
山
町
で
発
見
さ
れ
た
恐
竜
足
跡
化
石
に
つ
い
て
は
、
現
地
説
明
会

を
実
施
し
た
ほ
か
、
そ
の
保
存
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、
小
矢
部
市
の
桜
町
遺
跡
か
ら
縄
文
中
期
の
遺
物
が
次
々
に
発
掘

さ
れ
、
画
期
的
な
発
見
と
し
て
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
た
ほ
か
、
高
岡

市
の
瑞
龍
寺
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

-
若
者
と
女
性
の
力
を
社
会
に

み
の
り
豊
か
な
男
女
協
同
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
活
動
拠
点
と
し
て

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

(サ
ン
フ
ォ
ル
テ
)
を
開
館
し
た
ほ
か
、
新
と
や

ま
女
性

0

フ
ラ
ン
を
と
や
ま
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
と
し
て
改
訂
し
、
そ

れ
に
基
づ
く
施
策
を
推
進
し
ま
し
た
。

ま
た
、

一
月
の
ロ
シ
ア
タ
ン
カ
ー
重
油
流
出
事
故
を
機
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
へ
の
関
心
が
い
っ
そ
う
高
ま
る
な
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普

及
と
推
進
を
図
る
た
め
、
関
係
団
体
等
が
集
ま
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

推
進
富
山
県
民
会
議
を
設
立
。
こ
の
会
議
の
も
と
、
総
合
的
に
支
援
事

業
を
行
う
富
山
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
、

2
0
0
X
年
県
民
が
燃
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
に
つ

い
て
は
、
民
間
の
若
手
か
ら
な
る
委
員
会
に
よ
る
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
案
が
決
定
し
ま
し
た
。

企心の健康センター竣工 (3月初日 )

L._ーーーーーーーーーーー」

2 

日
を
拓
く

人
づ
く
り

-
健
康
・
福
祉
の
増
進

県
民
福
祉
条
例
に
基
づ
き
、
高
齢
者
や
障
害
者
等
に
配
慮
し
た
生
活

関
連
施
設
の
整
備
基
準
に
つ
い
て
の
規
則
を
定
め
た
ほ
か
、
地
域
総
合

福
祉
の
中
核
施
設
と
な
る
総
合
福
祉
会
館

(
仮
称
)
の
建
設
に
着
手
し

ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
哨
つ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

す
こ
や
か
子
ど
も

0

フ
ラ
ン
を
策
定
し
、
子
育
て
支
援
や
母
子
保
健
対
策

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

国
際
健
康
プ
ラ
ザ

(
仮
称
)
に
つ
い
て
は
、
生
命
科
学
館
、
健
康
ス

タ
ジ
ア
ム
、
国
際
伝
統
医
学
セ
ン
タ
ー
か
ら
な
る
総
合
的
な
健
康
情つ
く

り
の
中
核
拠
点
と
し
て
施
設
整
備
に
着
手
し
ま
し
た
。
ま
た
、
精
神
保

健
の
拠
点
と
な
る
心
の
健
康
セ
ン
タ
ー
を
聞
所
し
、
ス
ト
レ
ス
対
策
事

業
や
デ
イ
ケ
ア
事
業
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰

モ
デ
ル
施
設
「
ゆ
り
の
木
の
里
」
の
整
備
に
対
し
支
援
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
ノ

l
マ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
を
基
本
理
念

と
す
る
と
や
ま
障
害
者

自
立
共
生
プ
ラ
ン
を
策

定
し
ま
し
た
。

企連日大勢の人々で賑わった'97スーパーハウジングフ工アin富山 (10月9日-12日)

2
0
0
0
年
と
や
ま

国
体
に
つ
い
て
は
、
本

県
で
の
開
催
が
正
式
に

決
定
し
、
開
催
決
定
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

た
ほ
か
、

西
部
総
合
体

育
館

(
仮
称
)
や
福
光

射
撃
場
な
ど
の
競
技
施

企富山県民芸術文化祭オープニングフ ェスティパル (9月23日)

企国体開催決定記念 12000年にGO!とやま
スポーツフェスティパルJ(8月8日)

企恐竜足跡化石ミステリーツアー

(8月22日-26日)

‘ 国体マスコットの

時丸(左)と風丸

企国際健康プラザ模型

企とやま男女共同参函プラン

企サンフ ォルテ開館記念式典 (4月24日)

企富山県民ボランティア総合支握センター設置 (9月9日)
3 



力
あ
る

郷
土
づ
く
り

-
快
適
な
喜
S
し
の
実
現

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
全
市
町
村
を
対
象
に
し
た
震
度
情
報
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
た
ほ
か
、
地
域
防
災
計
画
の
震

災
編
に
引
き
続
き
、
風
水
害
、
火
災
、
事
故
災
害
に
関
す
る
計
画
の
策

定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
住
宅
月
間
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

W
ス
ー
パ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ェ

ア
川
富
山
を
開
催
し
、
富
山
県
の
良
好
な
居
住
環
境
や
二
十

一
世
紀
の

住
ま
い
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
全
国
に
向
け
て
発
信
し
ま
し
た
。

-
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

富
岩
運
河
の
船
だ
ま
り
地
区
に
お
い
て
整
備
を
進
め
て
き
た
富
岩
運

河
環
水
公
園
が

一
部
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
全
国
都

市
緑
化
と
や
ま
フ
ェ
ア
の
成
果
を
緑
化
活
動
の
推
進
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
、

富
山
県
花
と
緑
の
祭
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
富
山
市
大
手
町
地
区
に
お
け
る
国
際
会
議
場
等
の
複
合
型

都
市
施
設
に
対
し
て
支
援
す
る
な
ど
、
魅
力
あ
る
都
市
柏
つ
く
り
に
努
め

ま
し
た
。

-
県
土
の
保
全
と
活
用

神
通
川
左
岸
流
域
下
水
道
が
、
年
内
に

一
部
供
用
を
開
始
す
る
ほ
か
、

農
村
下
水
道
の
整
備
や
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
を
図
る
な
ど
、

全
県

域
下
水
道
化
を
進
め
ま
し
た
。

立
山
地
区
に
お
い
て
は
、
新
し
い
立
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
の
実
施

設
計
を
行
っ
た
ほ
か
、

立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
の
建
設
を
進
め
ま

し
た
。
ま
た
、
来
年
八
月
に
開
催
さ
れ
る
第
四
十
回
自
然
公
園
大
会
に

向
け
準
備
を
進
め
た
ほ
か
、
桂
湖
周
辺
地
域
に
お
い
て
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

‘F

環
日
本
海
交
流
の

拠
点
に
向
け
拡
充

整
備
構
想
が
進
む

富
山
空
港

醒哩盟聖恩'
(平成8年 12月~平成9年 11月)

2月 28日

3月 18日

2日

5日

12月15日

1月 14日

1月 24日

8日

9日

2月 12日

2月 13日

2月 15日

12月

12月

2月

2月

4 

-
交
通
・
情
報
通
信
体
系
の
整
備

北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
石
動

・
金
沢
間
お
よ
び
糸
魚
川
・

魚
津

間
の
建
設
工
事
の
促
進
を
図
っ
た
ほ
か
、
そ
の
早
期
整
備
に
つ
い
て
関

係
方
面
に
働
き
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
お
よ
び
能
越
自
動
車
道
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
整
備
の
促
進
を
図
り
ま
し
た
。

伏
木
富
山
港
に
つ
い
て
は
、
伏
木
、
富
山
、
新
湊
の
各
地
区
に
お
い

て
引
き
続
き
整
備
を
進
め
、
伏
木
外
港
の
一
部
で
あ
る
伏
木
万
葉
ふ
頭

の
埋
立
て
を
完
成
し
ま
し
た
。

富
山
空
港
に
つ
い
て
は
、
県
空
港
整
備
構
想
検
討
委
員
会
に
お
い
て

昨
年
示
さ
れ
た
拡
充
整
備
構
想
の
具
体
化
に
向
け
基
本
調
査
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
昨
年
の
全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
祭
の
成

果
を
生
か
し
、

と
や
ま
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
祭
を
開
催
す

る
な
ど
、
地
域
の
情
報
化
を
進
め
ま
し
た
。

-F自
由
限
恨
む
寺
号
、

o
g一u

a司
里
町
邑
田
R
，・・・四
H
H
'
e
E
E

，，t
W
4姐
a
v
F
L刷

環
日
本
海
地
域
の
環
境
保
全
等
の
推
進
拠
点
と
な
る

環
日
本
海
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
た
ほ
か
、
日

本
、
中
国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
か
ら
二
十
八
の
自
治
体
の

参
加
の
も
と
環
日
本
海
環
境
自
治
体
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

し
、
自
治
体
問
の
環
境
協
力
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
は
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
と
の
友
好
提
携
五

周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
同
地
方
の
代
表
団
が
来
県

し
た
ほ
か
、
本
県
友
好
代
表
団
を
沿
海
地
方
に
派
遣
し
、

友
好
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

企環日本海環境自治体サミ ット

( 7 月 21 日 ~23 日 )

企とやまマルチメディア祭

(9 月 5 日 ~7 日 )

hv
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
代
表
団
来
県

(5
月
辺
日
)

3月 20目

3月 26日

3月 27日

4月 1日

4月 15日

4月 21日

4月24日

4~ 25日

4月 30日

5月 3日

エイスsシンポジウム in富山

12月定例県誠会 (-19日)

第47自富山県動労者美術展 (-8日)

立山山麓スキー場合同オープニング

フェスティパル

ヘリコプタ-TV運用開始式

'97東京ドームふるさとフェア

(-26日)

「北方領土の日」記念事業

花と緑の冬のフェスティバル

(-11日)

省資源・省エネルギー運動富山県民

大会

ベンチャープラザ中部'97インとやま

'97らいちょうバレー雪の祭典

(-16日)

2月定例県輯会 (......3月25日)

平成8年度富山県林業カレッジ普通課

程(一期生)修了式

TOYAMA NOW in原宿 '97
富山県心の健康センター・富山県精

神薄弱者更生相談所・富山市保健所

新築工事竣工式

富山県畜産試験場竣工式

富山県女性総合センター竣工式

辞令交付式

富山勤労者総合福祉センター開館記

念式典

済生会富山病院落成式

「水墨画を中心とする新美術館」起

工式

サンフォルテオープニングイベント

(-27日)

県政モニター委嘱状交付式・研修会

環日本海環境協力センター設立

立山山麓グリーンドキュメン卜

(-6日)

平成9年春の叙勲伝達式

知事のまちまわり(井波町)

キてミてトーく TOYAMA
(-22日)

第48回富山県植樹祭

平成9年度とやま賞贈呈式

富山県 ・沿海地方友好提携 5周年記

念事業 (-27日)

スウェーデン国王夫妻来県

富山一函館便毎日就航記念式典

北陸新幹線建設促進富山県民協議会
童公A
暗地主茸

東海・北陸ブロック老人福祉施設研

究大会

6月定例県議会 (-27日)

富山市大手町地区第一種市街地再開

発事業起工式

富岩運河環水公園開園式

富山県工業技術センタ一生活工学研

究所竣工式

第55回国民体育大会・第36回全国身

体障害者スポーツ大会開催決定

知的所有権センター開設記念講演会

環日本海環境自治体サミット (-23日)

企環日本海環境協力センター設立

(4月30日)

5月 9日

5月 13日

5月 20日

5月 21日

5月 22日

5月 25日

6月 1日

6月 6日

A富山市大手町地区における複合型コンベンショ ン完成予想図

企富岩運河環水公園開園式 (7月1日)

砂
高
円
宮
同
妃
両
殿
下
ご
来
県

(
叩
月

8
日
i
9
日
)

h
p
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
主
夫
妻
来
県

(
5
月
お
日
)

6月 12日

6月 16日

6月 21日

1日

7日

8日

7月 14日

7月 21日

7月

7月

7月

5 



力
あ
る

産
業
づ
く
り

-
新
世
紀
へ
の
産
業
展
開

高
岡
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
企
業
用
地
の
造
成
と
中
核
施

設
と
な
る
産
業
高
度
化
セ
ン
タ
ー
の
基
本
設
計
を
進
め
た
ほ
か
、
こ
れ

に
関
連
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
振
興
の
支
援
拠
点
と
な
る
と
や
ま
総
合
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
基
本
設
計
に
着
手
し
ま
し
た
。

ま
た
、

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
生
活
工
学
研
究
所
が
完
成
し
、
時
代
の

ニ
l
ズ
に
応
え
る
生
活
関
連
技
術
の
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

富
山
湾
の
深
層
水
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
そ
の
利
用
研
究
に
取
り

組
ん
だ
ほ
か
、
全
国
の
研
究
者
等
に
よ
る
第

一
回
の
深
層
水
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、
新
し
い
利
用
法
に
つ
い
て
情
報
を
交
換
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
移
転
新
築
し
た
畜
産
試
験
場
に
お
い
て
、
優
良
種
畜
の

育
成
技
術
な
ど
の
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

-
震
林
水
産
業
の
振
興

集
落
営
農
組
織
の
育
成
や
農
作
業
受
託
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
支
援
し

た
ほ
か
、
県
園
芸
種
苗
需
給
調
整
協
会
の
設
立
や
、
第
四
十
五
回
全
国

リ
ン
ゴ
研
究
大
会
の
開
催
な
ど
、
園
芸
の
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
林
業
カ
レ
ッ
ジ
の

一
期
生
に
よ
る
林
業
機
械
化

チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
る
な
ど
、
担
い
手
の
育
成
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
水
産
試
験
場
の
調
査
船
「
立
山
丸
」
の
代
船

建
造
に
着
手
し
た
ほ
か
、
引
き
続
き
資
源
管
理
型
漁
業
を
推
進
し
ま
し

た
。-

工
業
、
商
業
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
対
す
る
融
資
制
度
の
充
実
や
投
資
支
援
制
度
の

活
用
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
新
分
野
へ
の
進
出
や
新
産
業
の
創
出
を
支

援
し
ま
し
た
。

母rnl
d‘富山県の新聞広告

「日本のやる気。J(3月29日)

ロH

口
H

ロH

司
'
』
守

'
a
u

8月 14日

8月 20日

8月 21日

7月29日

7月23日

7月28日

同

月

同

月

間

n

a
u
a
u
a
u
 

...ジャ ック・マイヨール氏をゲストに招いたジャパン・ワ
イルドライフ・フェスティパル'97 (8 月 21 日 ~24 日 )

ま
た
、

ベ
ン
チ

ャ
ー
プ
ラ
ザ
中
部

V
イ
ン
と
や
ま
を

開
催
し
、
企
業
と

投
資
家
と
の
出
会

い
の
場
を
提
供
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
魅
力
あ
る
商
庖
街
愉つ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
高
岡
市
中
心
商
庖
街
に
お
け
る
駐
車
場
対
策
の
モ

デ
ル
事
業
や
、
富
山
市
中
心
商
庄
街
に
お
け
る
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
た
商
品
情
報
の
提
供
事
業
を
支
援

し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
自
然
や
野
生
動
植
物
を
テ

l
マ
と
し
た

映
像
祭
で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

W
の
開
催
を
支
援
し
た
ほ
か
、
首
都
圏
で

の
ラ
ジ
オ
番
組
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
本
県
の
イ
メ
ー

ジ
ア

ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

-
雇
用
と
勤
労
者
福
祉

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
や

U
タ

ー
ン
フ
ェ
ア
な
ど
を
実
施
し
、
新
規
学
卒
者
等
の
就
職

支
援
対
策
を
推
進
し
ま
し
た
。

ま
た
、
勤
労
者
に
職
業
情
報
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
場
を
提
供
す
る
施
設
と
し
て
開
館
し
た
富
山
勤
労
者

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
と
や
ま
白
遊
館
」
の
整
備
お
よ

び
運
営
に
対
し
支
援
し
ま
し
た
。

企Uターンフェア・イ ン・とやま (8月14日)

8月22日

8月 23日

8月 28日

9月 3日

9月 5日

9f.1 9日

9月11日

9月23日

9月 26日

9月 29日

10月 2日

10月 3日

10月 5日

10月 8日

』

V

と
や
ま
自
遊
館

10月

10月 15日

10月18日

6 

企工業技術センタ一生活工学研究所竣工式 (7月7日)

CII 

?J 

...林業カレッジ第一期生修了式 (3月18日)

、，

企畜産試験場竣工式 (3月26日)

企ベンチャープラザ中部'97インとやま (2月13日)

策
の

実
現
の
た
め
に

行
財
政
改
革
検
討
委
員
会
を
中
心
に
行
政
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
幅
広

く
検
討
を
行
い
、
事
務
事
業
の
見
直
し
ゃ
経
費
の
節
減
合
理
化
、
財
源

の
効
果
的
な
配
分
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
知
事
を
本
部
長

と
す
る
行
財
政
改
革
推
進
本
部
を
設
置
し
、
中
長
期
的
な
課
題
等
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

組
織
・
機
構
に
つ
い
て
は
、
「
2
0
0
0
年
国
体
準
備
局
」
を
「

2

0
0
0
年
国
体
局
」
に
改
組
し
た
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、
生
活
環
境
部
県
民
生
活
課
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係
を
設
置
し

ま
し
た
。
ま
た
、
農
林
漁
業
生
活
セ
ン
タ
ー
等
を
廃
止
す
る
な
ど
、
行

政
組
織
の
簡
素
化
と
機
能
の
統
合
に
努
め
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
住
民
生
活
と
密
接
に
関
連
し
た
事
務
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
市
町
村
に
権
限
移
譲
を
進
め
た
ほ
か
、
国
に
お
い
て
地
方
分
権
推
進

計
画
が
早
急
に
策
定
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
な
ど
、
地
方
集
権
の
推

進
に
努
め
ま
し
た
。

10月22日

10月 28日

10月 29日

4日

5日

海洋汚染に係る準備及び対応に関す

るNOWPAP第 1回フォーラム会韻

(-25日)

国際健庸プラザ起工式

アジア環境国際フォーラム (-30日)

とやまファン倶楽部会員交流会

富山県イメージアップ賞授賞式

県立大学ダ・ヴインチ祭

知事のまちまわり(黒部市)

2000年にGO!とやまスポーツフェス

ティパル

第4回Uターンフェア・イン・とやま

旅費全庁調査結果の公表

ジャパン・ワイルドライフ・フェス

ティパル'97 (-24日)

恐竜足跡化石ミステリーツアー

(-26日)

第15固北方領土返還要求富山県大会

第45回全国リンゴ研究大会 (-29日)

平成9年度富山県総合防災訓練

とやまマルチメディア祭 (-7日)

ボランティア活動推進富山県民会議

設立

富山県民ボランティア総合支援セン

ター設置

9月定例県語会 (-26日)

第1田富山県民芸術文化祭オープニン

グフェスティ I~ル

旅費不適正支出にかかる職員処分

一般国遭359号砺漉バイパス完成式

とやまテクノフェア (-5日)

バイオアッセイ国際シンポジウム in富山

丘の夢ふれあいフヱア'97

第13回富山県育樹祭

高円宮同妃両殿下ご来県 (-9B) 
9日 '97スーパーハウジングフェア in富山

(-12日)

高齢者雇用促進大会

第35回全国繊維技術展

第14回特産王国とやまフェスティパル

(-19日)

富山県民生涯学習フェスティパル

(-19日)

富山県総合福祉開館起工式

富山県西部総合体育館起工式

海洋深層水'97とやまシンポジウム

(-30日)

平成9年度富山県功労表彰式

平成9年秋の叙勲伝達式

技術専門学院創立10周年記念式典

県立長生寮改築工事竣工式

第10固とやま県繊維フェア

デザインウ ェーブ'97イン富山

(-21日)

11月 14日富山県・沿海地方友好提携5周年記念

事業富山県友好代表団派遣

(-18日)

'97まちづくりシンポジウム inとやま

地方自治法施行50周年記念式典

11月

11月

11月 7日

11月 88

11月12日

11月25日

11月 28日
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地
域
総
合
福
祉
の

拠
点
が
起
工

富
山
県
総
合
福
祉
会
館
起
工
式

【

m月
包
日
}

起工

富
山
県
総
合
福
祉
会
館
(
仮

称
)
の
起
工
式
が
十
月
二
十
二

日
、
建
設
予
定
地
で
あ
る
富
山

市
安
住
町
の
済
生
会
富
山
病
院

跡
地
で
、
県
や
工
事
関
係
者
ら

約
八
十
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

式
で
は
、
中
沖
知
事
が
か
ま

(仮称)新築工事

入
れ
を
、
設
計
者
、
施
工
業
者

代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
く
わ
入
れ
、

す
き
入
れ
を
し
た
後
、
出
席
者

が
玉
串
を
捧
げ
て
工
事
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。
続
い
て
直

会
が
行
わ
れ
、
中
沖
知
事
は

「
住
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て

地
域
総
合
福
祉
を
推
進
す
る
中

核
施
設
、
し
あ
わ
せ
富
山
の
シ

ン
ボ
ル
施
設
と
し
て
整
備
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ

。
沼
田
県
議

会
議
長
の
祝
辞
に
引
き
続
き
、
出
席
者
全
員
に
よ
る
乾

杯
で
起
工
を
祝
い
ま
し
た
。

同
館
は
、
参
加
型
福
祉
活
動
の
推
進
、
福
祉
人
材
の

養
成
、
福
祉
情
報
の
受
発
信
の
三
つ
の
機
能
を
持
つ
、

文
字
ど
お
り
地
域
総
合
福
祉
の
拠
点
。
県
社
会
福
祉
協

議
会
や
福
祉
カ
レ
ッ
ジ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な

ど
が
入
居
す
る
ほ
か
、
総
合
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
福
祉
機

器
展
示
場
、
交
流
サ
ロ
ン
、
県
民
福
祉
ホ

l
ル
な
ど
を

整
備
す
る
予
定
で
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
地
上
七
階
、
地
下
二
階
で
総
工

費
は
約
五
十
六
億
八
千
万
円
。
平
成
十

一
年
秋
の
開
館

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

企総合福祉会館完成予想模型
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最
先
端
の
技
術
と
素
材
を

周
い
た
製
品
が
堂
に

第
三
十
五
回
全
国
繊
維
技
術
展

『面面面面面面面』

【

m月
市

E
iげ
目
】

福
野
町
の
富
山
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
生
活
工
学
研
究
所
に
お
い
て
、
十
月
十
五
日

か
ら
十
七
日
ま
で
第
三
十
五
回
全
国
繊
維
技
術
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
繊
維
産
業
に
お
け
る
新
技
術
の
開
発
や
新
製
品
の
創
作
意
欲
の
向
上
を
図

る
た
め
、
全
国
の
公
設
試
験
研
究
機
関
の
試
作
品
や
企
業
作
品
な
ど
を

一
堂
に
展
示
し
、

優
秀
作
品
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
本
県
で
は
初
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
全
国
三
十

の
公
設
機
関
と
百
八
十

の
企
業
や
組
合
が
、
合

わ
せ
て
五
百
七
十
八
点

を
出
品
。
ヒ
ノ
キ
エ
キ

ス
な
ど
を
マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
化
し
て
付
着
さ

せ
、
防
虫
・
殺
菌
効
果
を
持
た
せ
た
子
供
服
や
、

ガ
ラ
ス
ピ

l
ズ
を
繊
維
に
混
入
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
夜
間
に
光
が
反
射
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ア

な
ど
、
最
新
技
術
を
用
い
た
製
品
の
数
々
に
、

繊
維
業
界
関
係
者
や
会
場
を
訪
れ
た
県
民
ら
が

興
味
深
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
県
内
か
ら
は
、
公
設
機
関
部
門
で
生

活
工
学
研
究
所
の
「
N

C
キ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
ス

キ
l
ウ
エ
ア
」
が
、
民
間
部
門
で
北
陸

エ
ス
テ

ア
l
ル
協
同
組
合
の
「
ボ
デ

ィ
ス
l
ツ
」
が
中

小
企
業
庁
長
官
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
入
賞
作

品
二
十
五
点
の
う
ち
県
内
作
品
が
八
点
を
占

め
、
県
繊
維
業
界
の
実
力
を
大
き
く
ア
ピ

ー
ル

し
ま
し
た
。

深
層
水
の
無
限
の

可
能
性
を
探
る

海
洋
深
層
水
町
|
富
山
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

企様々な素材や試作品を展示

【

m月
羽
田
i
羽
田
】

全
国
か
ら
海
洋
深
層
水
研

究
者
等
約
三
百
名
が
参
加
し
、

十
月
二
十
九
日
か
ら
二
日
間
、

「
海
洋
深
層
水

W

富
山
シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
が
富
山
市
の

ボ
ル
フ
ァ

l
ト
と
や
ま
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
中
沖
知

事
が
、
「
本
開
催
を
契
機
と
し

て
、
海
洋
深
層
水
の
研
究
が

飛
躍
的
に
進
歩
す
る
こ
と
を

願
っ
て
や
ま
な
い
」
と
あ
い
さ
っ
し
た
後
、
海
洋
深
層
水
利

用
研
究
会
長
の
酒
匂
敏
次
氏
が
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
酒
匂
氏
は
、
「
資
源
と
し
て
深
層
水
を
利
用
す

れ
ば
、
食
糧
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
二
大
問
題
に
同
時
に
対
応
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
」
と
述
べ
る
と
と
も

に
、
今
の
う
ち
に
基
礎
デ
!
タ
を
集
め
る
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
し
ま
し

た
。
続
い
て
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
県
水
産
試
験
場
の
藤
田
大

介
主
任
研
究
員
が
、
サ
ク
ラ
マ
ス
や
ト
ヤ
マ
エ
ビ
の
種
苗
生
産
等
へ
の
深

層
水
の
活
用
状
況
を
報
告
。
こ
の
ほ
か
、
ア
ト
ピ

l
性
皮
膚
炎
治
療
へ
の

応
用
や
、
清
涼
飲
料
水
へ
の
活
用
な
ど
、
様
々
な
研
究
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
翌
日
、
県
水
産
試
験
場
を
訪
れ
た
参
加
者
た
ち
は
、
深
層
水

利
用
研
究
施
設
を
熱
心
に
視
察
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、

二
十

一
世
紀
に
お
け
る
重
要
な
科
学

技
術
と
な
り
う
る
海
洋
深
層
水
利
用
の
研
究
が
い

っ
そ
う
進
展
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

企深層水を利用した商品などを展示
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日
本
人
は
、
や
き
も
の
の
好
き
な
民
族
で
あ
り
、
や
き
も
の
は
、
現
代
生

活
の
必
需
品
で
も
あ
る
。
日
本
に
は
非
常
に
多
く
の
名
器
や
絶
品
も
残
っ
て

いす
Q

。
現
在
の
製
陶
技
術
、
生
産
高
、
輸
出
高
は
世
界
有
数
で
あ
り
、
ま
た
美
術

陶
芸
作
品
に
も
優
れ
た
も
の
が
多
く
、
し
た
が
っ
て
陶
芸
作
家
も
多
い
。

や
き
も
の
(
陶
磁
器
)
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と

一
言
で
述
べ
れ
ば
、

無
機
物
質
(
土
、
石
、
鉱
物
)
を
主
原
料
と
し
、
こ
れ
を
単
昧
あ
る
い
は
混

合
し
て
成
形
し
、
乾
燥
後
、
熱
を
用
い
て
硬
化
さ
せ
た
品
物
と
い
う
こ
と
が

で
き
コ
@
。

日
本
の

|開gayi理5TL管空
町 宕そりらか
か室宮の、れら
ら 町 4 技高た技
桃時、法温 。術

山 代備をで鎌を
時に前も粕倉取
代入(と薬時り
につ岡にを代人
かて _w，常Eかにれ
け 、)滑2け入

て 美 で ( た る 日
は濃作愛陶と本
、 ら知器 、、

茶辰れての瀬最
道阜る信し技戸初

)よ暴f法のの
興で 2ヂきま加色
隆もい泌 :子、藤 粕ゅ
に製き背只四薬?
よ 陶竺そ出郎を
つが 同型左用ると代作使たか土た弥そもに述各歴
て女ム 汀ド衛い 。共にが用、ら師 。生ののなべ時史日
茶 J 羽這門た奈には始す高技器古土後は る れ代は本
器る つ存景奈良瓦、 ま る温術の培問、 J 。ばご非の

i i可思HUiie;RHH;ifi 
時、 望室ょ!こがはが伝鳥のロ入夫主ら代事やよ樫ぷの
代室 別 1 うy度 作唐入来時製をれ陸、れの、きう L 。の

陶
芸
家

人権を守り、差別のない社会を
人権とは、人間として生まれてきたら誰もが持っている権利、

平和のうちに自由で健康に、幸せに人間らしく生きていくため

の権利です。あなたの人権が守られるためには、あなた自身が

他の人の人権を保障しなければなりません。そして、お互いの

人権が共存するところに住みよい社会が生まれるのです。

しかし、ややもすると先入観や偏見、社会的習慣などにより、

人権が軽視されたり、不当に侵害されたりすることがあります。

私たち一人ひとりが、人間として尊重され、平等の権利が保

障され、自由で生きがいのある生活ができる社会の実現に向け

て、差別をなくす努力を続けていきましょう 。

.~子どもの人権を守ろう。

.国際化時代にふさわしい人権意識を育てよう 0

.部落差別をなくそう。

.女性の地位を高めよう。

.障害者の完全参加と平等を実現しよう 0

.高齢者を大切にするのを育てよう。

「すべての人聞は、生まれながらにして自由であり 、かつ尊厳

と権利について平等である。J(世界人権宣言第1条より)

世界人権宣言は、昭和23年12月10Rに国連で採決されまし

たが、これを記念して国連はこの日を 「人権デー」と定めまし

た。我が国では、この人権デーを最終日とする 1週間 (12月4日

-10日)を「人権週間」として、人権意識の高揚を図る啓発運

動が広く展開されています。また、本年7月に 「人権教育のた

めの国連10年」 に関する圏内行動計両が定められました。

私たちもこの機会に、人権の尊さについて考えてみましょう 。 ft0764-44-9646 県庁県民生活課問合せ
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企池上氏制作の茶器

地球のために、
を
迎
え
る
。
さ
ら
に
文
録
、
慶
長
の
役
に
従
軍
し
た
諸
将
が
帰
国
す
る
際、

朝
鮮
(
韓
国
)
の
陥
工
を
連
れ
帰
り
、
各
地
で
窯
を
築
か
せ
生
産
し
た
た
め
、

製
陶
は
急
激
に
進
展
し
て
い
っ
た
。
江
戸
時
代
に
入
り
、
渡
来
し
て
い
た
陶

工
、
李
参
平
が
有
国
で
陶
石
を
発
見
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
有
田
(
佐
賀
)

を
は
じ
め
、
瀬
戸
(
愛
知
)
、
清
水
(
京
都
)
、
九
谷
(
石
川
)
で
磁
器
の
生

産
が
始
ま
り
、
江
ド
時
代
末
期
に
は
、
や
き
も
の
が

一
般
日
用
品
と
し

て、

全
国
各
地
で
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
小
杉
焼
(
富
山
)
も
こ
の
時
代

に
築
窯
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

明
治
時
代
に
な
る
と
、
西
洋
の
新
し
い
技
術
が
導
入
さ
れ
、
機
械
に
よ
る

多
量
生
産
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
キ
な
製
陶
地
に
は
、
学
校
や
試
験
場
が

設
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
現
在
で
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
製
陶
技
術
の

み
な
ら
ず
生
産
高
で
も
世
界
有
数
の
固
と
な
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
日
本
人
が
美
に
対
す
る
感
覚
が
強
く
、
や
き
も
の
に
対
し
て
愛

着
が
あ
り
、
研
究
も
熱
心
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

荷物の積み降ろしゃ待ち合わせのために車を駐停車している

とき、エンジンをかけっぱなしにしていませんか?

国や県では、環境にやさしい行動として、アイドリング・ス

トップ運動を推進しています。アイドリング ・スト ップは、 二

酸化炭素の排出を減らす身近な地球温暖化防止対策。皆さんも

日頃から次の点に心がけましょう 。

ング・ストップで年間約 2万6千トンもの一酸化炭素の排出削

減になるのです。

地球温暖化を防ぐためには、日常生活のなかのこう した小さ

な積み重ねが必要です。あなたも今日からアイドリング ・ス ト

ップを心がけましょう 。

必要以上の暖機運転を避ける。

車から離れている聞や荷物の積み降ろしの際の不必

要なアイドリンクをやめる。

運転の休憩中や人を待っているときは、なるべくこ

まめに工ンジンを切る。

① 

② 

③ 

今月 は、地球温暖化防止のための国際的な 目標を定める地球

温暖化防止京都会議 (COP3)が関かれます。積極的に省エ

ネルギーに取り組み、会議の成功を応援しまし ょう。

小さなのがけが大きな効果を

ft0764-44引 45県庁環境保全課問合せ

平均的なガソリン車の場合、アイドリングを 10分間やめるこ

とにより 二酸化炭素の排出を約90グラム減らすことができま

す。これを県内全ての自動車に換算すると、 10分間のアイドリ
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~ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーι 討中旬 三以〓

人お
知
ら
せ
、三

ー『笹

生工
活喜
文面
化震
a:垂%E

E要
聞主
催7

ナ

レ

9
月
か
う
県
内
各
地
で
展
開
し
て
い
る
第
1
回
富
山
県
民
芸
術
文

化
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し
て
、
「
生
活
文
化
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

本
展
で
は
、
い
け
ば
な
展
の
中
で
、
絵
画
・
書
な
ど
の
美
術
作
品

の
展
示
や
、
舞
踊
、
音
楽
な
ど
の
舞
台
公
演
、
お
茶
会
な
ど
を
行
い
、

様
々
な
分
野
の
団
体
が
垣
根
を
越
え
て
他
の
分
野
と
の
融
合
を
探
究

し
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

時
旬
月
初
日
出
l
n
日
制

午
前
9
時
卯
八
万
i
午
後
5
時

と
や
ま
自
遊
館

富
山
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
フ
ォ
ル
テ
」

無
料

富
山
県
民
芸
術
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

(県
庁
県
民

生
活
課
内
)
8
0
7
6
4
1
判

1
9
6
1
6

日A、
:z:;;-

場

入
場
料

問
合
せサ

ン
フ
ォ
ル
テ
・
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
の

お
知

5
せ

「
ど
う
す
る
!
と
や
ま
引
世
紀
」
と
題
し
て
毎
回
多
彩
な
ゲ
ス
ト
を

迎
え
、
ト
ー
ク
を
楽
し
み
な
が

5
交
流
を
深
め
ま
す
。
ロ
月
の
予
定

は
次
の
と
お
り
で
す
。

日

時

世

月

叩

日

側

午

後

6
時
叩
八
刀
1
8
時
初
分

所
サ
ン
フ
ォ
ル
テ
3
階
大
会
議
室

※
一
時
保
育
あ
り
(
事
前
申
込
み
必
要
)

女
性
政
策
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
森
屋
裕
子
氏

I易ゲ
ス
ト

対
象
施
設

病
院
、
診
療
所
、
劇
場
、
映
画
館
、
小
売
庖
、
百
貨
庖
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
遊
技
場
、
公

衆
浴
場
、
飲
食
庖
、
理
・
美
容
院
、
私
立
学
校
等

5
0
0
0
万
円

(中
小
企
業
者
3
0
0
0
万
円
)

県
庁
社
会
福
祉
課

8
0
7
6
4
1
糾

1
3
1
9
7

県
庁
中
小
企
業
課
(
中
小
企
業
者
向
け
)

8
0
7
6
4
1
糾

1
3
2
4
8

融
資
限
度
額

問
合
せ

散
口
滋
九

日誌……
u
d
k

i

he内
u
f
‘
t

L

第
お
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

愛
祢
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
決
定

西
暦
2
0
0
0
年
に
本
県
で
開
催
さ
れ
る
第
お
回
全
国
身
体
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
愛
称
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
決
定
し
ま
し
た
。

愛

称

「

き

5
Dん
び
っ
く
富
山
」

美
し
い
富
山
の
自
然
、
選
手
の
活
躍
、
県
民
と
の
ふ
れ

あ
い
の
感
動
が
き
ら
り
と
光
り
輝
く
こ
と
を
表
現
し
て

い
ま
す
口

(

作
者
一
静
岡
県
の
堀
江
誠
さ
ん
)

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
自
分
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
!
あ
し
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
H
」

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
障
害
者
の
積
極
的
な
社
会
参
加
と

県
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
に
よ
り
、
新
世
紀
に
向
け

て
富
山
県
が
め
ざ
す

w
し
あ
わ
せ
に
生
き
る
福
祉
社
会

テ
ー
マ

問
合
せ

圃
県
民
カ
レ
ッ
ジ
放
送
講
座

園
『
山
に
暮
S
す
|
森
の
精
・
人
の
曽
み
」

人
々
の
暮
う
し
に
身
近
な
H

里
山
u

の
自
然
や
、
山
の
暮
5
し
の

…
映
像
を
通
し
て
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
山
村
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
ま

す
。

受
講
方
法
・
番
組
視
聴
(
北
日
本
放
送
)

1
月
げ
日
出
1
3
月
7
日
出

毎
週
土
曜
午
前
9
時
加
分
j
叩
時

(計
8
回
)

.
ス
ク
ー
リ
ン
グ

1
月
げ
日
出

午
後
2
時
1
3
時
初
分

講
師
富
山
県
生
物
学
会
会
長
長
井
真
隆
氏

3
月
7
日

出

午

後
2
時
1
3
時
叩
八
万

講
師
新
川
女
子
高
校
校
長
米
原
寛
氏

受
講
料
無
料

(テ
キ
ス
ト
代
1
5
0
0
円
、必
要
)

問
合
せ
・
申
込
み

富
山
市
舟
橋
北
町
7

1

富
山
県
民
生
涯
学
習
カ
レ

ッ
ジ

2
0
7
6
4
1
削

1
8
6
3
5

⑮
2
3
1

令
官
官
?
尻
町

I
l
l

・
日
曜
植
物
案
内

熱
帯
・
重
熱
帯
で
見
5
れ
る
花
木
を
中
心
に
解
説
し
ま
す
。

日

時

旬

月

7
日
日
午
前
打
時
i
ロ
時

場
所
富
山
県
中
央
植
物
園
展
示
温
室

…
参
加
費
無
料

(入
園
料
は
必
要
)

※
事
前
申
込
み
不
要

・
干
支
に
ち
な
ん
だ
植
物
展

干
支
に
関
係
の
あ
る
植
物
を
実
物
展
示
や
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

日
時
吃
月
刊
は
日
働
1
1
月
市
日
附

午
前
9
時
j
午
後
4
時
加
八
万

場
富
山
県
中
央
植
物
園
サ
ン
ラ
イ
ト
ホ
ー
ル

「
わ
た
し
と
女
性
学
」

サ
ン
フ
ォ
ル
テ

8
0
7
6
4
1
担

1
4
5
0
0

所

の
創
造
H

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

(作
者
一
和
歌
山
県
の
橋
本
英
美
さ
ん
)

全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
室

8
0
7
6
4
l
糾

l
8
6
0
0

問
合
せ

…
?
育
て
の
悩
み
、

県
で
は
、
乳
幼
児
か
う
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ
親
等
の
家

庭
教
育
に
関
す
る
悩
み
に
、
専
門
の
相
談
員
が
電
話
で
応
じ
る
「
よ

い
子
の
電
話
相
談
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
日
月
曜
j
金
曜
午
前
叩
時
1
午
後
5
時

8
0
7
6
4
l
お

l
4
1
5
0
(県
庁
生
涯
学
習
室
内
)

骨
吾
首
3
1
il
l
-

ロ
月
3
日
か

5
9日
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す
。
県
で
は
期
間
中
、

県
民
の
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
展
開
し
ま
す

D

障
害
者
を
含
め
、
全
て
の
県
民
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
と
と

も
に
、
地
域
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、

支
え
合
い
共
に
生
き
る
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
県
庁
障
害
福
祉
課

8
0
7
6
4
l
糾

1
3
2
1
2

ご
相
談
く
だ
さ
い

14 

場

所
入
館
料

問
合
せ

以
上
問
合
せ富

山
県
中
央
植
物
園

8
0
7
6
4
1
印

1
4
1
8
7

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
企
画
展

「
富
山
を
堀
る
』

富
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
て
か
う
現
在
に
至
る
初

年
間
で
発
掘
さ
れ
た
主
な
遺
物
を
紹
介
し
、
原
始
・
古
代
の
人
々
の

生
活
の
様
子
を
探
り
ま
す
。

会

期

抱

月

3
日
附
i
平
成
叩
年
9
月
初
日
嗣

(土
・
日
曜
、
祝
祭
日
を
除
く
)

富
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
展
示
室

無
料

富
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

2
0
7
6
4
l
M
1
2
8
1
4
 

中Z

事E
設
備
貸
与
制
度
の
も4

案
内

財
団
法
人
富
山
県
中
小
企
業
振
興
財
団
で
は
、
県
内
中
小
企
業
の

設
備
の
近
代
化
を
促
進
す
る
た
め
、
機
械
設
備
を
長
期
、
低
利
で
貸

与
し
て
い
ま
す
。
と
れ
は
、
財
団
が
機
械
設
備
を
購
入
し
、
中
小
企

業
の
皆
さ
ん
に
割
賦
販
売
ま
た
は
リ
ー
ス
す
る
も
の
で
す
。

割
賦
販
売
に
は
、
一
般
設
備
割
賦
制
度
お
よ
び
新
技
術
体
化
設
備

割
賦
制
度
が
あ
り
、
リ
ー
ス
制
度
と
併
せ
、
幅
広
い
こ

l
ズ
に
応
え

て
い
ま
す
。

受
付
期
間
平
成
叩
年
3
月
引
固
ま
で
随
時

申
込
み
・
間
合
せ

財
団
法
人
富
山
県
中
小
企
業
振
興
財
団

8
0
7
6
4
l
犯

1
6
9
2
2

富
山
県
福
祉
の
環
境
づ
く
り
資
金
創
設
の

お
知
ら
せ

民
間
事
業
者
が
行
う
県
民
福
松
条
例
施
行
規
則
に
定
め
る
整
備
基

準
に
適
合
し
た
施
設
の
整
備
(
新
築
、
新
設
、
増
築
、
改
築
、
用
途

変
更
)
に
要
す
る
設
備
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

年
末
は
、
交
通
の
混
雑
や
天
候
の
悪
化
、
飲
酒
機
会
の
増
加
に
気

ぜ
わ
し
さ
も
加
わ
り
、
交
通
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
ロ
月
刊
日
か

5
羽
田
ま
で
の
旧
日
間
、
「
ゆ
っ
く
り
走
ろ

う
雪
の
ふ
る
さ
と
北
陸
路
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

…
①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

…
②

飲
酒
・
暴
定
運
転
の
防
止

…

③

シ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

の
3
点
を
重
点
と
し
て
、
年
末
の
交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

交
通
事
故
の
原
因
の
多
く
は
、
前
方
不
注
視
や
一
時
不
停
止
と
い

っ
た
不
注
意
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
皆
さ
ん
気
を
引
き
締

め
、
事
故
な
く
一
年
を
締
め
く
く
り
ま
し
ょ
う
。

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

県
広
報
と
や
ま
の
購
読
に
つ
い
て

「
県
広
報
と
や
ま
」
の
郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
、
住
所
、
氏
名
、

購
読
期
間

(O
月
号
1
0
月
号
)
を
明
記
し
、
郵
送
料
と
し
て
1
9
0

円
切
手
を
必
要
枚
数

(
1
月
あ
た
り

1
枚
)
を
同
封
の
う
え
お
申
込

み
下
さ
い
。
(
各
市
町
村
役
場
に
も
若
干
部
配
置
)

申
込
み
・
問
合
せ
干
9
3
0
l
m
(住
所
記
載
不
要
)
県
庁
広
報
課

8
0
7
6
4
1
糾

l
3
1
3
4

富山市新総曲輪ト7(県庁内)
n(0764)31-3131 (県民相談電話)

FAX 44 -3300 (間相談7r ~ 'JJ)
高岡地方県民相談室 高岡市赤祖父211 (総合庁舎内)

n(0766) 21 -941 1附
魚津地方県民相談室 魚津市新宿 10-7 (総合庁舎内)

会 (0765)24 -531 1附
砺波地方県民相談室 砺波市幸町 1-7 (総合庁舎内)

まま(0763)33 -51 51附

-物価ダイヤル
物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話くだ
さい。会(0120)16-7400 (県庁県民生活課内)

・消費生活については
消費生活センター
富山市湊入船町6-7 サンフォルテ内
〈一般相談は〉 会(0764)32 -9233 
く金融相談は> n(0764) 33 -3252 

消費生活センター高岡支所
高岡市本丸町アー1本丸会館内 包(0766)25 -2777 
・交通事故については
富山県交通事故相談所東別館 1階
まま(0764)31-4111 内4400
.サンフォルテ電話相談
あ芯たの生き方、家族や職場の悩みごとの相談は
n(0764) 32 -661 1 
・相談 110番
家庭問題・悪質商法芯ど、どん芯相談にも応じます0

n(0764)42-0110 
.シルバー 110番
高齢者や家族の心配ごと、悩みごとに富山県高齢者総
合相談センターn(0764)41 -41 10 
.よい子の電話相談
子育てに関して心配や悩みにお答えします。
合 (0764)33 -4150 (県庁生涯学習室内)

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞 テレ
ビの街頭献血案内等でご確認下さい。

。マリ工とやま 6階の献血ルームでは、月曜日を除く毎日 (年

来年始、マリ工休館日を除く)献血を受け付けています。

受付時間 金m献血 10 00 ~ 1 2 30 1 4:00 ~ 1 8:00 
成分献血 10・OO~ 12:00 1400 ~ 17 30 

0マリ工献血ルーム (T[l0764-45 -4500) 
血液センター (TEl0764-51 -5555) 

iE;id街頭献血曜J持
巴 曜日 献血場所 時間

4 臼 北陸ジャスコ 高岡居 1 O:OO~ 16:30 

6 火 富山市役所前 9:30~16:30 

高岡市役所前 9:30~ 16:00 
7 水

砺波市役所前 9:30~16:00 

8 フ伏 小矢部市役所前 9:30~ 16:00 

11 日 魚津サンプラザ前 1 0:00'"" 1 6:00 

15 木 アルプラザ小杉 1 O:OO~ 1 6:00 

23 金 魚津市役所前 1 2:30~ 1 6:00 

30 金 宇奈月町役場前 1 2:30~ 16:00 

15 



、 暮らしの イ
⑥ 六 rGi ・ベ⑥ 'ωノ、①

、. 

栄
養
表
示
基
準
に
つ
い
て

、
J

『
「ノ
ン
シ

ュ
ガ
ー
」
「
カ
ル
シ
ウ
ム
た

っ
ぷ
り
」

な

{
ど
体
に
良
い
こ
と
が
う
た
い
文
句
の
食
品
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

栄
養
成
分
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
強
調
表
示
を
す
る
場
合
、
そ

の
食
品
に
は
、

①
強
調
し
て
あ
る
成
分
の
ほ
か
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
脂
質
な
ど
五

つ
の
主
要
栄
養
成
分
の
含
有
量
を
表
示
す
る
。

②

「

O
Oが
多
い
」
と
い
う
表
示
を
す
る
場
合
、
実
際
に
含
ん
で

い
る
量
は
基
準
値
以
上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

③

「

O
Oが
少
な
い
」
と
い
う
表
示
を
す
る
場
合
、
実
際
に
含
ん

で
い
る
量
は
基
準
値
以
下
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

な
ど

一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。
購
入
す
る
と
き
は
成
分
表
を
よ
く

見
て
、
「
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
る
つ
も
り
、
が
、
カ
ロ
リ
ー
を
摂
リ
過
ぎ
た
」

と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
「
虫
歯
に
安
心
な
ガ
ム
」
「
お
な
か
の
調
子
を
整
え
る
」

な
ど
の
よ
う
に
、
保
健
を
目
的
と
し
た
効
果
を
表
示
し
た
食
品
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
「
特
定
保
健
用
食
品
」
と
い
っ
て
上
記
の
よ
う

な
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
表
示
に
は
厚
生
大
臣
の
許
可

も
し
く
は
承
認
が
必
要
で
す
。

特
定
保
健
用
食
品
に
は
、
成
分
や
効
果
の
ほ
か
に
「
他
の
食
品
に

起
因
す
る
虫
歯
を
予
防
す
る
効
果
は
な
い
」
「
食
べ
す
ぎ
る
と
お
な
か

が
ゆ
る
く
な
る
」
な
ど
の
よ
う
に
、
摂
取
の
上
で
の
注
意
事
項
も
必

ず
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

1
日
当
た
り
の
摂
取
量
の
目
安
や

主
要
栄
養
成
分
の
含
有
量
な
ど
も
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
購
入

時
の
参
考
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

健
康
の
た
め
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
や
適
度
な
運
動
と
い

っ
た
普
段
の
生
活
習
慣
の
方
が
大
切
で
す
。
栄
養
成
分
強
調
表
示
食

品
や
特
定
保
健
用
食
品
は
、
あ
く
ま
で
も
食
品
で
す
か
ら
、
過
度
の

効
果
は
期
待
せ
ず
に
補
助
的
に
利
用
す
る
程
度
に
し
ま
し
ょ
う
。

A 相
談
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
電
話
0
7
6
4

高
岡
支
所
、

電
話
0
7
6
6
(目
)
2
7
7
7

(ロ)
n
H
U
円
/
」
門
ペ

U
円〈

U

、

々

ー
ヤ
か
な
諮
ら

16 

a---・
*

「
大
会
で
は
参
加
ロ
ボ
ッ
ト
が
ど
れ
も

4
圃
咽
咽
-

強
そ
う
に
見
え
て
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し

・ヰヨ・
F

た
」
と
大
沢
野
工
高
の
森
野
君
と
田
畑
君

0

.
曹
司
.
，

私
も
学
生
時
代
、
試
合
に
出
場
し
た
と
き

.，za圃
は

、

周
り
じ
ゅ
う
の
選
手
が
強
敵
に
見
え

圃
一
三
副
圃

た
。
実
際
対
戦
し
て
み

る
と
そ
う
で
も
な

a
zt…晶
司
か
っ

た
り
す
る
の
だ
が
・
:
。

-
B
E
F

き
て
、

サ
ッ
カ
ー
で
は
見
事
悲
願
の
ワ
1

.

.

.

.
 
，

ル
ド
カ

ッ
プ

出
場
を
果
た
し
た

日
本
代

表
。
イ
ラ

ン
の
あ
の

い
か
つ

い
髭
を
恐
れ
な
か

っ
た
イ

レ
ブ
ン
は
正
直
偉
い
と
思
う
の
だ
。

(M
-
K
)

女
先
日
、
生
地
の
共
同
洗

い
場
を
訪
れ
た
時
の

こ
と
。

大
町
の
洗
い
場
で
洗
い
物
を
し
て
い
る
女
性
に
会
っ
た
。

私
の
つ
ま
ら
な

い
質
問
に
も
快
く
答
え
て
く
れ
て
、
最

後
に

「
最
近
は
全
自
動
洗
濯
機
が
普
及
し
た
た
め
か
、

共
同
洗

い
場
で
洗
濯
を
す
る
人
が
減
っ

た
ん
で
す
。
特

に
若
い
人
は
あ
ま
り
利
用
し
ま
せ
ん

ね
。
で
も
私
は

こ

こ
で
み
ん
な
と
話
を
し
な
が
ら
洗
濯
を
す
る
の
が
好
き

な
ん
で
す
よ
。
」
と
い
た
ず
ら

っ
ぽ
く
笑
っ
た
。
(M
・
I
)

女
今
年
も
あ
と
一
か
月
と
な
り
、

新
年
を
迎
え
る
準
備

が
本
格
化
し

て
き
た
。
だ
が
、

師
走
の
慌
た
だ
し
い

人
々
の
流
れ
に、

無
計
画
な
買
い
物
へ
と
駆
り
立
て
ら

れ
る
私
の
懐
は
日
々
寂
し
く
な
る
ば
か

り
。

一
月
の
通

帳
に
は
前
年
か
ら
の
ロ
ー
ン
返
清
が
数
多
く
記
載
さ
れ

る
こ
と
だ
ろ
う
。
せ
め
て
仕
事
だ
け
は

N

今
年
の

O
O

は
今
年
の
う
ち
に
μ

、
気
持
ち
良
く
新
年
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
た

い
も
の
だ
。

(Y
・
I
)
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る

の
湯

ル

黒
部
川
扇
状
地
の
扇
端
部
に
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
広
が
っ
て
い
る
黒

部
川
扇
状
地
湧
水
群
は
、
環
境
庁
の
全
国
名
水
百
選
に
選
、ば
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
生
地
地
区
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
伏
流
水
が
湧
き
出
す

4
屑
水
の
里
H

。
こ
れ
ら
の
湧
き
水
を
利
用
し
た
「
生
地
の
共
同
洗
い

場
」
は
、
古
く
か
ら
地
元
の
人
々
の
生
活
用
水
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

現
在
は
六
か
所
の
共
同
洗
い
場
が
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
な
か
で
も

豊
富
な
水
量
を
誇
る
の
が
「
大
町
共
同
洗
い
場
」
。
深
さ
約
百
メ
ー
ト

ル
の
掘
り
抜
き
井
戸
か
ら
毎
分
五
百
リ
ッ
ト
ル
も
の
清
浄
な
水
が
絶
え

間
な
く
湧
き
出
し
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
水
槽
は
常
に
満
々
と
水
を
た
た

え
て
い
る
。
ま
た
、
水
槽
は
四
つ
に
仕
切
ら
れ
、
水
の
流
れ
に
沿
っ
て

順
に
飲
用
、
調
理
用
、
食
器
洗
い
用
、
洗
濯
用
と
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。

ど
の
共
同
洗
い
場
も
、
湧
水
の
水
温
は
一
年
を
通
じ
て
十
一
度
前
後
。

夏
に
は
ス
イ
カ
や
ト
マ
ト
、
ビ
ー
ル
を
冷
や
し
、
冬
に
は
大
根
や
白
菜

を
洗
う
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
光
景
が
見
ら
れ
る
。
管
理
は
地
域
住
民

が
共
同
で
行
い
、
各
家
庭
が
使
え
る
洗
い
場
を
町
内
会
で
定
め
て
い
る

ほ
か
、
当
番
を
決
め
て
定
期
的
に
清
掃
し
て
い
る
。

利
用
者
の
多
い
朝
や
夕
方
に
は
、
軽
や
か
な
水
音
に
の
せ
て
楽
し
そ

う
な
話
し
声
が
響
き
わ
た
る
共
同
洗
い
場
。
そ
の
泉
は
生
地
の
人
々
の

暮
ら
し
に
深
く
根
を
下
ろ
し
、
今
日
も
ふ
れ
あ
い
と
ぬ
く
も
り
を
育
み

続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。



県
広
報
と
や
ま

平
成
9
年
ロ
月

企
画
発
行
富
山
県
企
画
部
広
報
課
富
山
市
新
総
由
輪
l
E
7

立
山
山
麓
地
域
に
お
い
て
来
年
八
月
に
開
催
さ
れ
る

第
四
十
回
自
然
公
園
大
会
の
標
語
が
決
定
し
ま
し
た
。

二
千
点
以
上
の
応
募
作
品
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
た
の

は
、
山
森
寿
彦
君
(
大
山
町
立
大
庄
小
学
校
五
年
)
の

「
立
山
で
両
手
い
っ
ぱ
い
大
自
然
」
。

こ
の
標
語
を
活
用
し
て
、
今
後
、
同
大
会
を
広
く
県

内
外
に
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

自
然
に
ふ
れ
あ
い
親
し
む
こ
と
は
、
心
身
の
健
康
を
増
進
す
る

と
と
も
に
、
自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
育
み
ま
す
。

国
立
公
園
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
公
園
は
、
国
民

一
人
ひ
と
り
が
共
有
す
る
貴
重
な
財
産
。
こ
の
美

し
い
財
産
を
次
の
世
代
ヘ
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
す
。

自
然
公
園
大
会
は
、
自
然
と
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
、
自
然
を
守
り
、
人
と
自
然
と
の
豊
か

な
ふ
れ
あ
い
を
推
進
す
る
た
め
の
祭
典
で
す
。

開
催
概
要

期

日

場

所

参
加
人
数

実
施
機
関

内

平
成
叩
年

8
月
5
日
(
水
)
1
6
日
(
木
)

立
山
山
麓
地
域

約

4
、
0
0
0
人
(
来
春
一
部
募
集
)

環
境
庁
富
山
県
側
国
立
公
園
協
会

第
羽
田
自
然
公
園
大
会
実
行
委
員
会

5
日
一
式
典
夕
べ
の
集
い
キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
|

野
営

6
日
一
野
外
活
動
(
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
恰
種
目
)

円相

官

※
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
国
内
外
の
新
し
い
自
然
解
説
活
動
を
提
唱
す

る
「
全
国
ナ
チ
ユ
ラ
リ
ス
ト
大
会
(
仮
称
)
」
を
開
催
。

宮
引

'3
1
3
1

(県
民
相
談
電
話
)

F
A
X
科

t
3
3
0
0
(県
民
相
談
フ
ァ
ッ
ク
ス

印
刷
附
チ
ユ
|
工
ツ


